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,
 

ょかわら 、 
世帯数 13 .74 1世帯 

（昭和50年8 月1日現在）住民基本台帳から 

男 25,038人

女 26.802人 

市 の 人 口 

51,840人 

(
m
 

古き良き日寺代 	市民文化会館の 2階にある市立「郷土館」の一角。たた 

み一畳分もある大きな炉端に 「さるけ」 nながつけぎ」 「なつびようぶ」 が置かれている。 

その天井には、藁沓（クヅ）などを干す「ひだな」鍋をかける「かぎのはな」がさがっている。 

九
月
八
日
（月
 

）
曇
一
時
雷
雨

八
時
半
平
和

町
野
呂
町
内
会
 

長
、
対
馬
窓
口

サ
ー
ビ
ス
、
八
 

→
 

木
橋
建
設
、
木

村
太
陽
と
雪
の

各
課
長
と
共
に
集
会
所
に
付
設

す
る
福
祉
の
家
建
設
現
場
で
内
 
 

部
整
備
と
国
体
の
市
民
体
育
館

建
設
と
お
は
よ
う
マ
ラ
ソ
ン
等

に
つ
い
て
種
々
打
ち
合
せ
の
後
、
 

八
木
橋
課
長
、
平
山
係
長
と
と

も
に
管
内
行
政
視
察
に
出
発
、
 

高
瀬
前
通
り
二
九
〇
督
の
舗
装

確
認
を
手
は
じ
め
に
明
年
度
後

町
の
舗
装
新
設
を
予
定
す
る
な

ど
し
て
、
鶴
ケ
岡
中
学
校
通
り
、
 

藻
川
、
川
山
遊
園
地
通
り
、
 

田
、
毘
沙
門
、
長
富
の
各
舗
装

新
設
工
事
を
確
認
に
廻
っ
た
が

こ
の
頃
か
ら
雷
雨
は
げ
し
く
岩

崎
に
建
設
さ
れ
た
味
晴
ケ
沢
か

ら
の
集
団
移
転
地
の
排
水
状
況

が
問
題
な
の
で
、
こ
、
の
土
留

工
事
を
指
示
し
、
飯
詰
中
学
校

通
り
舗
装
の
視
察
を
終
え
帰
庁

し
た
が
、
途
中
三
好
橋
付
近
に

広
が
る
開
花
中
の
キ
ク
イ
モ
の

群
生
は
北
海
道
の
原
生
花
園
に

も
似
て
す
ば
ら
し
く
教
委
の
木
 

村
先
生
に
植
生
の
調
査
を
お
願
 

い
す
る
。
十
時
西
北
五
視
聴
覚

教
育
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
総
会
に
出

電
ド

ー
時
半
本
年
度
勧
し
ょ
う

退
職
者

一
二
名
の
方
々
と
昼
食

を
と
も
に
し
、
永
年
の
労
を
ね

ぎ
ら
う
。
午
後

一
時
山
田
都
計

課
長
と
下
平
井
都
計
事
業
3

・
 

6
・
ー
号
線
の
家
屋
移
転
と
舗

装
状
況
を
視
察
後
、
鎌
谷
町
踏

切
拡
幅
改
良
工
事

の
早
期
着
工
、
 

駅
裏
区
画
整
理
事
業
の
進
捗
状

況
、
赤
い
リ
ン
ゴ
の
並
木
造
成

の
準
備
、
旧
ト
川
改
修
工
事
等
 
 

に
つ
い
て
そ
れ
ぞ
れ
現
地
打
ち

合
せ
の
後
い
っ
た
ん
帰
庁
、
か

わ
っ
て
高
橋
土
改
、
長
尾
農
林
，
 

八
木
橋
建
設
の
各
課
長
と
と
も

に
梅
田
、
七
ッ
舘
の
舗
装
の
確

認
後
俵
元
の
改
良
工
事
現
場
で

は
用
地
交
渉
中
の
今
係
長
と
ば

っ
た
り
会
い
い
ろ
い
ろ
指
示
す

る
。
つ
い
で
七
高
通
学
道
路
、
 

高
野
の
舗
装
、
開
拓
の
側
溝
新

設
現
場
を
経
て
前
田
野
目
落
葉

果
樹
振
興
特
別
対
策
事
業
で
．
 

五
お
を
開
畑
し
た
リ
ン
ゴ
わ
い

化
モ
デ
ル
園
の
視
察
後
福
山
、
 

野
里
の
舗
装
と
ゴ
ミ
埋
と
現
場
、
 

フ
ラ
ワ
ー
セ
ン
タ
ー
入
口
付
近

の
農
林
災
害
復
旧
工
事
、
松
野

木
児
童
館
通
り
、
松
野
木
ー
飯

詰
線
の
改
良
工
事
現
場
、
若
山

水
野
尾
舗
装
、
石
岡
一
号
線

の
改
良
、
架
替
中
の
志
ん
橋
を

通
り
、
 一
野
坪
で
は
い
わ
ゆ
る

広
域
農
道
（
板
柳
ー
金
木
）
の

工
事
現
場
で
は
完
成
後
の
夢
を

話
し
あ
い
、
新
宮
団
地
で
建
設

中
の
公
営
住
宅
三
四
戸
を
視
察

し
て
さ
つ
き
町
、
末
広
町
、
鳥

森
、
千
鳥
町
、
平
和
町
の
各
舗

装
個
所
を
確
認
し
て
六
時
に
は

全
日
程
を
終
っ
た
が
、
本
年
度

市
道
舗
装
延
長
七
、
 一
一
〇
肩

舗
装
率
二
一
‘
八
％
に
上
昇
の

成
果
を
確
認
し
得
た
こ
と
は
喜

び
で
あ
っ
た
。
 

剖 記 lI 

・

（
ん
く／
、
‘
シー
レ
ー
 
め
わ“
A
”

・
 

ー
・h
,
 

’
 

/
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小
野
仁
太
郎
（
5
5)
 

山
口
 
徳
二

（
4
6)
 

■
 泌

盆
 
争
知

（4
6)
 

川
浪
 
直
治
（
6
6)
 

ひ
ら
や
ま
 

！
てつ
い
ち
 

7
一
 
‘→
 
‘
」
一
 

、
O
J
」
 

ョ
1
日
 

い
りJ

一
 
「
つ
J
」
 

鳴
海
 
真

一
 
（4
4)
 

高
僑
 
清
恵
（
5
0)
 

神
 
暗
二
郎
（
4
8)
 

目
 

艦
心
 
徹
」
ず（5
8)
 

吉
岡
 
良
三
（
4
8)
 

あ
 
べ
 

や
す

の
ふ
 

」
 

み
 
か
み
 

お
i
 

阿
部
 
保
信
（
6
1）
 

三
上
 
量

（
4
7)
 

い
し

お
か
ひ
ー
 

え
 
も
人
 

石
岡
彦
永
門
（
4
2)
 

市
政
ダ

イ
ヤ
ル
 

市
政
に
つ
い
て
の

行
事
や
予
定
は
 

で
ん
わ
 ⑤4321番 

~ 

任
期
満
了
に
伴
う
市
議
会
議
員
選
挙
は
、
定
数
二
十
四

人
に
対
し
三
十
八
人
が
立
候
補
。
九
月
一
日
、
開
票
の
結

果
、
次
の
か
た
が
た
が
当
選
し
ま
し
た
。
 

十
月
一
日
か
ら
、
今
後
四
年
間
の
市
政
を
決
め
る
議
員

と
し
て
活
躍
さ
れ
ま
す
。
 

な
お
、
掲
載
は
得
票
順
、
敬
称
略
、
カ
ッ
コ
内
は
年
齢
。
 

な
り
 
た
 

士
一
る
 

』I
、
●J
J
 

●‘
 
、1

/
 

一
日
 

一
一、
「（
4
、
 

い
ずみ
 
や
 

ま
さ
 
し
 

ー
 

泉
谷
 
正
志
（
5
0)
 

ま
え
 
た
 
よ
し

の
り
 

ム且
‘『4
J
 

‘
乏
廿J
 
、
”‘
ノ

ユ
月
日
 
ョ
才
目
ハ
 
「
に
v
\
 

か
 
さ
い
 
し
●

う
ぞ
う
 

ー
 

静
雪
 
援
三
（
3
8)
 

ふ
く
 
し
 

一
】
う
 い
ち
 

福
士
 
孝

一
（
5
9)
 

ー
小
売
商
の
検
定
J
 

試
 
験
L
 

二
級
販
売
士
資
格
 

五
所
川
原
商
工
会
議
所
で
は

日
本
商
工
会
議
所
と
共
催
で
一
一

級
販
売
士
の
検
定
試
験
を
お
こ

な
い
ま
す
。
 

▽
と
き
 
十
月
五
日
（
日
）
 

午
後

一
時
か
ら
 

▽
と
こ
ろ
 
五
所
川
原
商
工

会
議
所
 

▽
受
験
料
 
千
七
百
円
 

▽
申
込
み
締
切
 
九
月
二
十

日
ま
で
商
工
会
議
所
へ
 

試
験
科
目
 
常
識
、
指
導
養

成
、
仕
入
技
術
、
販
売
技
術
、
 

販
売
事
務
、
商
品
知
識
（
い
ず

れ
も
小
売
業
に
関
す
る
こ
と
）
 

面
接
試
験
。
 

兼
町
 
義
婚

（5
5）
 

鵬
澱
載
加
購

（
5
5)
 

小
野
豊
四
郎
（
6
7)
 

奈
良
 
清
作
（
4
6)
 

 

   

麟鷺麟綴 

【
 

r、
 
,
 



生
活
環
境
 

パ
ト

ロ
ー

ル
本

部
 

虜

難

く
り
に
 

でんわ⑤1414 

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
は
一
八
八
七

年
ァ
メ
リ
カ
で
、
室
内
で
出
来

る
野
球
と
し
て
考
案
さ
れ
た
。
 

わ
が
国
に
は
、
 一
九
二
〇
年

に
大
谷
武

一
氏
に
よ
っ
て
紹
介

さ
れ
第
二
次
世
界
大
戦
後
急
速

に
普
及
さ
れ
た
ス
ポ
ー
ツ
で
あ

る
。
 

一
九
四
九
年
に
日
本
ソ
フ
ト

ボ
ー
ル
協
会
が
設
立
さ
れ

一
九

五
〇
年
か
ら
国
体
の
正
式
種
目
 

、
《
＞
ン
ン
＞
ト
，

<
 

、
  
一

．
 
 

(
 

と
し
て
行
な
わ
れ
、
全
国
に
普

及
発
展
し
て
お
り
老
若
男
女
を

間
わ
ず
比
較
的
狭
い
場
所
で
誰

で
も
気
軽
に
出
来
、
興
味
あ
る

ス
ポ
ー
ツ
と
し
て
広
く
親
し
ま

れ

て
い
る
。

一
九
七
O
年
の
八

月
下
旬
大
阪
府
に
お

い
て
第
一
一

回
世
界
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
選
手
権

大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
が
日

本
の
レ

ベ
ル
は
世
界

一
と
な
っ

た
。
そ
し
て
一
九
七
二
年
四
月

協
会
は
財
団
法
人
と
な
っ
た
。
 

競
技
の
見
方
は
次
号
で
。
 

レ
《b
 

J
 
・

一
 
陥
 

ボ
 

kI
 

フ
 

ソ
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下
水
道
は
、
水
質
汚
濁
の
防

止
と
私
た
ち
の
安
全
で
快
適
な

生
活
を
確
保
す
る
た
め
に
必
要

な
都
市
施
設
で
す
。
し
か
し
、
 

下
水
道
の
普
及
状
況
を
み
ま
す

と
全
国
で
二
一
％
と
著
し
く
お

く
れ
て
お
り
ま
す
。
 

五
所
川
原
市
も
、
下
水
道
を

整
備
し
よ
う
と
数
年
前
か
ら
計
 

画
し
、
昨
年
十
二
月
よ
う
や
く

事
業
認
可
を
う
け
着
工
に
こ
ぎ

つ
け
ま
し
た
。
下
水
道
の
整
備

は
、
多
額
の
費
用
と
長
い
年
月
 

を
要
す
る
工
事
で
す
の
で
、
皆

さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
カ
を
お

願
い
し
ま
す
。
 

公
共
下
水
道
と
は
、
各
家
庭

の
汚
水
や
工
場
の
排
水
を
地
下
 

に
埋
設
し
た
管
で
終
末
処
理
場

に
集
め
、
大
が
か
り
な
施
設
で

科
学
的
に
、
衛
生
的
に
浄
化
し
、
 

き
れ
い
な
水
に
し
て
川
に
流
す
 

も
の
で
す
。
下
水
道
が
完
備
し

ま
す
と
、
便
所
は
水
洗
化
と
な

り
、
悪
臭
か
ら
解
放
さ
れ
快
適

な
生
活
が
で
き
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。
 

“ま
ち
づ
く
り
 
明
る

い
暮
ら
し
に
 
下
水
道
）
 

積
立
分
譲
住
宅
は
、
積
立
金

を
一
年
、
二
年
間
で
積
立
て
入

居
し
て
か
ら
住
宅
金
融
公
庫
の

融
資
を
受
け
る
分
譲
住
宅
で
す
。
 

▽
受
付
期
間
 
九
月
十
八
日
 

ー
九
月
二
十
三
日
ま
で
 

▽
受
付
場
所
 
市
都
市
計
画

課
 ▽

募
集
戸
数
 
一
年
ー
四
戸

二
年
ー
四
戸
 

▽
住
宅
の
概
要
 
宅
地
 
約

二
九
〇
平
方

U
 
建
物
 
約
六

二
平
方
H
 

▽
引
渡
時
期
 
積
立
金
終
了
 

後
の
十
一
月
頃
の
予
定
 

な
お
、
詳
細
に

つ
い
て
は
、
 

市
都
市
計
画
課
に
お
問
い
あ
わ
 

せ
く
だ
さ
い
。
 農

 

講
鮭
麗

積
立
者
を募
集
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ロ
月
 

0
 

調
査
票
の
記
入
は
 

黒
鉛
筆
で
汚
し
た
り
 

折
っ
た
り
し
な
い
よ
う
に
 

十
月

一
日
は
、
全
国
い
っ
せ

い
に
 
「昭
和
五
十
年
国
勢
調
査
 

」
が
お
こ
な
わ
れ
ま
す
。
 

国
勢

調
査
は
、

大
正
九
 

十
月
一
日
か
ら
国
の
制
度
と

し
て
、
在
宅
重
度
障
害
者
（
児
 

）
の
方
々
に
 
「福
祉
手
当
支
給

制
度
」
 
が施
行
さ
れ
ま
す
の
で

そ
の
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
 

一
、
制
度
の
目
的
 

精
神
ま
た
は
身
体
に
重
度
の

障
害
が
あ
る
た
め
、
日
常
生
活

に
お
い
て
常
時
介
護
を
要
す
る

方
々
の
福
祉
の
増
進
を
図
る
こ

と
を
目
的
と
す
る
。
 

ニ
、
支
給
の
対
象
範
囲
 

イ
身
体
障
害
の

一
、
一
一級
及

び
精
神
薄
弱
者
（
児
）
の

愛
護
手
帳
A
の
手
帳
所
持

者
で
あ
っ
て
、
日
常
生
活

に
お
い
て
常
時
介
護
を
必

要
と
す
る
方
。
 
 

年
の
第
一
回
調
査
以
来
五
年
ご

と
に
お
こ
な
わ
れ
、
今
回
は
第

十
二
回
目
に
あ
た
り
ま
す
。
 

国
勢
調
査
は
、
法
律
（
統
計
 

ロ
身
体
障
害
者
手
帳
あ
る
い

は
愛
護
手
帳
を
所
持
し
て
 

・

い
な
い
方
で
あ
っ
て
も
、
 

身
体
の
機
能
の
障
害
ま
た

は
長
期
に
わ
た
っ
て
安
静

を
必
要
と
す
る
病
状
が
イ

の
同
程
度
以
上
と
認
め
ら

れ
る
状
態
で
あ
っ
て
、
日

常
生
活
に
お

い
て
常
時
介

護
を
必
要
と
す
る
方
。
 

三
、
適
用
除
外
の
者
 

イ
国
民
年
金
法
、
厚
生
年
金

保
険
法
に
基
づ
く
障
害
年

金

（
障害
福
祉
年
金
を
除

く
）
及
び
そ
の
他
公
的
な

廃
疾
の
た
め
の
年
金
受
給

者
 

ロ
社
会
福
祉
施
設
に
収
容
さ

れ
て
い
る
者
 
 

法
）
に
基
づ

い
て
国
が
お
こ
な

う
調
査
で
す
が
、
そ
の
結
果
は

国
、
都
道
府
県
、
市
町
村
の
各

種
の
行
政
（
社
会
福
祉
、
雇
用
、
 

交
通
対
策
、
環
境
整
備
、
住
宅

建
設
、
地
域
開
発
計
画
な
ど
）
 

の
基
礎
資
料
と
し
て
広
く
利
用

さ
れ
ま
す
。
 

こ
の
た
め
、
九
月
二
十
四
日

か
ら
三
十
日
ま
で
の
間
に
そ
れ

ぞ
れ
受
け
持
ち
地
域
内
の
調
査

員
が

一
般
の
家
庭
は
も
ち
ろ
ん
、
 

下
宿
や
間
借
り
を
し
て
い
る
方

々
に
も
れ
な
く
調
査
票
を
配
り

記
入
を
お
願
い
し
、
記
入
し
て

い
た
だ
い
た
調
査
票
は
十
月
一

日
か
ら
五
日
ご
ろ
ま
で
の
間
に
 

ハ
右
の
所
得
制
限
該
当
者

※
所
得
と
は
、
総
所
得
額
か

ら
地
方
税
法
の
規
定
に
基
づ

く
諸
控
除
額
を
控
除
し
た
額

と
す
る
。
 

四
、
支
給
額
及
び
支
給
時
期
等

支
給
額
ー
月
額
、
四
、
〇
〇

〇
円
（

一
人
）
支
給
時
期
ー
 

毎
年

一
月
、
五
月
、
九
月
に

前
月
分
ま
で
の
四
カ
月
分
を

ま
と
め
て
支
給
 
 

調
査
員
が
と
り
集
め
に
伺
い
ま

す
。
 

調
査
票
に
記
入
し
て
い
た
だ

い
た
こ
と
は
、
他
に
も
ら
し
た

り
統
計
を
作
る
以
外
の
目
的
に

使
う
こ
と
は
決
し
て
あ
り
ま
せ

ん
の
で
、
安
心
し
て
正
し
い
申

告
を
し
て
下
さ
る
よ
う
市
民
の

理
解
あ
る
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。
 

市
で
は
、
五
十
年
度
の
「
利

藁
畜
舎
設
置
奨
励
事
業
」
で
稲

わ
ら
の
効
率
的
な
利
用
を
は
か

る
た
め
、
牛
舎
を
設
置
し
た
場
 

支
払
方
法
ー
福
祉
事
務
所
払

い
が
原
則
と
さ
れ
て
い
る
が

受
給
者
の
便
宜
を
考
慮
し
た

方
法
を
と
り
ま
す
。
 

こ
の
制
度
の
実
施
に
あ
た
っ

て
、
個
別
的
に
内
容
の
説
明
、
 

申
請
手
続
そ
の
他
に
つ
い
て
、
 

次
の
日
程
に
よ
り
ご
相
談
に

応
じ
ま
す
の
で
、
該
当
さ
れ

る
と
思
わ
れ
る
方
は
、
当
日

障
害
者
手
帳
、
愛
護
者
手
帳
 

市
民
オ
リ
エ
ン

テ
ー
リ
ン
グ
 

第

一
回
市
民
オ
リ
エ
ン
テ
ー
 

リ
ン
グ
大
会
は
、
九
月
二
十
八

日

（
日
）午
前
十
時
か
ら
市
内

神
山
フ
ラ
ワ
ー
セ
ン
タ
ー
で
開

か
れ
ま
す
。
 

詳
し
く
は
、
市
教
育
委
員
会
 

「太
陽
と
雪
の
課
」
 
（電
話
④
 

合
補
助
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
 「

目
的
〕
 
牛
畜
舎
の
厩
肥

を
農
地
に
環
元
し
て
地
力
の
維
 

（持
っ
て
い
な
い
方
は
必
要

あ
り
ま
せ
ん
）
及
び
印
鑑
を

持
参
の
う
え
ご
来
所
く
だ
さ

い
。
 （代
理
人
で
も
結
構
で

す
）
詳
細
に
つ
い
て
は
福
祉

事
務
所

（
T
二

一
一
一
内
線
 
 

」
二

九
二
番
）
へ
お
問
い
あ
わ

せ
く
だ
さ
い
。
 

持
培
養
を
し
農
業
生
産
カ
の
増

強
を
目
的
と
す
る
も
の
で
す
。
 

（
畜舎
の
規
模
）
床
、
基
礎
は

コ
ン
ク
リ
ー
ト
と
し
、
 一
頭
当

り
八
・

一
〇
平
方
屑
と
す
る
。
 

（補
助
額
）
 
経
費
に
要
し
た

二
分
の

ー
に
相
当
す
る
額
、
ま

た
は
最
高
限
度
十
万
円
の
い
ず

れ
か
低

い
額
以
内
の
額
。
 

（
申
込）
 
九
月
三
十
日
ま
で

受
付
け
い
た
し
ま
す
の
で
、
詳

し
く
は
市
農
林
課
に
お
た
ず
ね

く
だ
さ
い
。
 

二
六
四
）
ま
で
お
問
い
あ
わ

せ
く
だ
さ
い
。
 犀

 

福
祉
手
当
支
給
制
度
に

つ
い
て
 

二
、
〇
七
ニ
、
 
 

五
0
0
円
 

九
八
二
、
 
 

五
〇
〇
円
 

一
一
 
人
 

所
得
制
限
 

一
一
、一
一
九一
一
、
 

 

五
〇
〇
円
  

0 
五二 
0' 
0 
円 

三
 
人
 

扶
養
義
務
者
の
場
合
 

障
害
者
本
人
の
場
合
 

扶
養
親
族
等
の
数
 

一
一
、五
一
一一
、
 

 
五
〇
〇
円
 

一
、
四
一
一一
一
、
 

 
五
〇
〇
円
 

四
 
人
 

一
、
六
三
二
、
 
 

五
〇
〇
円
 

六
〇
〇
、
〇
〇
〇
円
  

0
  

五七 
〇三 
0二 
円、 

一
、
六
四
二
、
 
 

五
〇
〇
円
 

五
 
人
 

八
五
一
一
、
 

 

五
〇
〇
円
 

 

五
〇
〇
円
 

人
  

「利
藁
畜
舎
設
置
に
補
助
」
 

十
分
ま
で
、
午
後
は
 
時
か
 

※
午
前
は
九
時
か
ら
十
 
時
三
 

ら
四
時
ま
で
と
す
る
。
 
 

九
月
二
十
九
日

一
一一
十
 
日
 
 

（月
、
火
）
 
 

九 
月 

一十
土七 
～ノ日 

九
月
二
十
六
日
  

（
金
）
 
 

九
月
二
十
五
日
  

（
木
）
 
 

九
月
二
十
三
日
  

（火
）
 
 

日
『
 
日
 

午
 
後
 

午
 
前
 

午
 
前
 

午
 
後
 

午
 
前
 

午
 
後
 

午
 
前
 

午
 
後
 

午
 
前
 

時
 
間
 市

福
祉
事
務
所
 

毘
沙
門
支
所
 

中
川
支
所
 

三
好
支
所
 

飯
詰
支
所
 

海
沢
支
所
 

長
橋
支
所
 

七
和
支
所
 

場
 
所
 

旧
市
内
、
栄
 

松
島
地
域
 

毘
沙
門
、
長
富
地
域
 

中
川
 
“
  

三
好
 

ク
 

飯
詰
 

ク
 

梅
沢
 
ク
 

長
橋
 
ル
 

七
和
地
域
 

範
 

囲
  



幼
児
と
老
人
を
交
通
事
故
か

ら
守
る
こ
と
を
重
点
と
し
て
、
 

九
月
ニ
十
ニ
日
（
月
）
ー
十
 

交
通
の
場
に
お
い
て
、
も
っ

と
も
弱
い
立
場
に
あ
る
、
こ
ど

も
と
老
人
を
交
通
事
故
か
ら
守
 

（
水
）
 
ー
‘
一
一
、？
‘
 
で

ま
で
の
十
日
間
 

秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動
が

実
施
さ
れ
ま
す
。
 

J
」
伯
 秋
の
交
通
安
全
運
動
に
ご
協
力
を
 
n
ノ
」
よ‘
し

ょ
‘フ
。
 

47 2n 人を表彰’ 

蝉縄納表彰式 

十
月
か
ら
老
齢
福
祉
年
金
は
一
万
二千
円
に
 

国
民
年
金
で
は
、
老
後
の
生

活
を
守
り
病
気
や
ケ
ガ
を
し
た

と
き
な
ど
に
、
そ
の
後
の
生
活

を
守
る
た
め
毎
年
内
容
の
充
実

を
は
か
っ
て
お
り
ま
す
が
、
今

回
の
改
正
に
よ
り
、
各
福
祉
年

金
、
老
齢
特
別
給
付
金
の
額
が

十
月
か
ら
大
幅
に
引
き
上
げ
ら

れ
ま
す
。
 

引
き
上
げ
ら
れ
た
福
祉
年
金

は
、
来
年

一
月
の
支
払
月
に
九

月
、
十
月
、
十

一
月
、
十
二
月

の
四
カ
月
分

（
九月
分
は
旧
年

金
額
）
が
支
払
わ
れ
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。
 

地 区 名 ッべルクリン B・C・G 時 	間 場 	所 

七和、 長橋
飯 詰、 栄 9 月27日 9月29日 13: 30--15 : 00 中央公民館 

毘沙門、梅沢
松島、 松団 10月13日 10月15日 13 : 30-15 : 00 中央公民館 

南
三
 
学
 
区

好
  

10月14日 10月16日 13: 30~15 : 00 中央公民館 

五
中
 
学
 
区
川
 

 

10月20日 10月22日 13: 30~15: 00 中央公民館 

昭和50年（ 1975年） 9月15日（360号、 広報ごしょがわら （第3種郵便物認可） ⑤
 

福祉年金の増額（昭和50年10 月から） 

年金種別等 改 正 前 改 正 後 

90,000円 144,加0円 
老令福祉年金 

（月額7,500円） （月額12,000円） 

m
  

135,600円 216,000円 

障害福祉 （月額11,300円） （月額18.000円） 

年金 

2 級 90,000円 1 44,000円 

（月額7,500円） （月額12.000円） 

母子福祉年金及び 117,600円 187, 200円 
準母子福祉年金 （月額9.800円） （月額15.600円） 

66,000円 108,000円 
老令特別給付金 

（月額5,500円） （月額9,000円） 

さ
る
二
月

初
旬
、
中
国

黒
竜
江
省
特

丹
江
市
か
ら

里
帰
り
し
て
‘
 

い
た
市
内
毘

沙
門
出
身
の

山
口
し
よ
さ
 

一
き
 
ん
（
五
一
）
 

」
＼
 

母
子
が
、
さ
 

《
、
・
，
 
る
八
月
「
一
十
 

<
x
“
日
 

故
揖
で
 

x
一
】
に
わ
たる
生
 

'
！
活
に
別
れ
を

つ
げ
ふ
る
さ
 

と
ー
あ
と
に
 

し
ま
し
た
。
 

帰
国
に
先
だ
ち
母
キ
ョ
さ
ん

ひ
と
り
息
子
の
義
春
君
（

一
〇
 

）
を
つ
れ
だ
っ
て
市
庁
舎
を
訪

れ
た
し
よ
さ
ん
は
、
佐
々
木
市

長
に
お
別
れ
の
あ
い
さ
つ
を
し
、
 

「生
ま
れ
て
初
め
て
ね
ぶ
た
や

虫
送
り
を
み
ま
し
た
。
今
度
き

て
車
が
多
い
の
に
は
お
ど
ろ
い

た
。
街
も
大
き
く
な
り
、
駅
前

通
り
以
外
ひ
と
り
で
歩
け
な
い
。
 

あ
と
十
年
も
し
た
ら
ま
た
き
て

み
た
い
。
 」
と
話
し
て
い
ま
し

た
。
 

四
十
九
年
度
の
、
 
「市
税
完

納
表
彰
式
」
は
、
九
月
四
日
午

前
十
時
か
ら
市
民
文
化
会
館
に

お
よ
そ
五
百
人
の
完
納
者
が
出

席
し
て
お
こ
な
わ
れ
ま
し
た
。
 

昨
年
度
の
市
税
完
納
者
は
、
 

全
部
で
五
千
七
百
十
人
あ
り
、
 

こ
の
う
ち
表
彰
年
に
あ
た
る
完

納
者
は

一
千
四
百
七
十
二
人
で

す
。
 

表
彰
式
で
佐
々
木
市
長
は
、
 

「み
な
さ
ん
の
汗
の
結
晶
で
あ

る
貴
重
な
税
金
は
、
最
少
の
経

費
で
最
大
の
効
果
を
あ
げ
る
べ

く
行
政
の
効
率
的
な
運
用
に
役

立
て
て
ゆ
き
た
い
。
」
と
あ
い

さ
つ
、
完
納
者
に
表
彰
状
と
記

念
品
を
贈
り
ま
し
た
。
 

み
な
さ
ん
も
ご
承
知
の
と
お

り
、
年

一
回
は
必
ず
結
核
予
防

接
種
を
受
け
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
か
わ
い
い
お
子
さ
ん
の

健
康
を
守
る
た
め
、
次
の
日
程

に
よ
り
実
施
し
ま
す
。
 

△
対
象
者
 
生
後
6
カ
月
か
 

ら
満
3
歳
ま
で
 

△
料
金
 
無
料
で
す
。
 

な
お
、
当
日
は
お
子
さ
ん
の

体
温
を
は
か

つ
て
き
て
下
さ
い
。
 

／
 
赤ち
ゃ
ん
の
ツ
反

ー
 

ノ
 

B
C
G

憎
目
ー
レ
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巡
回
ラ
ジ
オ
体
操
 

日
本
放

送
協
会

な
ど

主
催

の
、
 

「
特
別
巡

回
ラ
ジ

ォ
体
操

」
が
、
 

十
月
十
日

（体
育

の
日

）
午
前
 

ア
メ
リ
カ
か
ら

の
交
歓

留
学

生
と
し

て
、
 
一
年
間
五

高
で

勉

強
す
る
こ

と
に

な
っ

た
オ
レ
ゴ
 

ご
協
力
あ
り
が
と
う
 

豪
雨
被
害
に
義
援
金
 

内
会

五
、

〇
〇
〇
円

▽
柏
原
町

町
内
会
三
、

〇
〇
〇
円
 

五
号
、

六
号
台
風
に

よ
る
集

中
豪
雨
災

害
義

援
金

寄
金
者
。
 

六
時
半
か

ら
五

所
川
原
第

一
中

学
校
校

庭
で
お

こ
な
わ
れ
、

N
 

H
K
ラ
ジ

ォ
第
一

放
送
か

ら
全

国
放

送
さ
れ

ま
す
。
 

r
 

ン
州
ァ
ロ
ハ
市
出

身
の
ジ

エ
ー
 

ム
ズ

・
ユ
ー
ジ

エ
ン

・
パ
ー
カ
 

ー
君

（
一
五
）
が
、

さ
る
八

月
 

（
日
赤
五
所

川
原

市

地

区
扱
分
 

▽
日
赤
奉

仕
団

三
好

分
団

（
小
野
正
子

代
表
 

）

一
〇
、

〇
〇

〇
円

▽

東
町
町
内
会

一
〇
、
〇
 

〇
〇
円

▽
上
平
井

町
町
 

▽
田
園

調
布
町
内
会

二
七
、
 
一

〇
〇
円

▽
五
農
高

G
R
c

一
一
、
 

七
二
七
円

▽
市
社
協
中

川
支

部

一
〇
、
〇
〇
〇
円
 

▽
金
多
豆
蔵

保
存
会

（
村
上
純

一
会
長

）
八
六
、

八
二
二
円

▽

林
乳

児
院

（
林
き
わ
院

長
）

一

〇
、

〇
〇

〇
円

▽
五
小

児
童
会
 

（
盛
ゆ
か

り
代
表
）
二

三
、

三

七
七
円
 

ニ
十
五

日
市
庁
舎
を
訪
れ
、

佐

々
木
市
長

に
留
学
の
あ
い

さ

つ

を
し

ま
し

た
。
 

ジ

エ
ー
ム
ズ

君
は
、

八
月
末

か
ら
五
高
二
年

生
に

編
入
さ

れ
、
 

市
内

大
町
「

丸
英

」
で

ん
き

店

に
住
み

込
ん
で

一
年
間
通
学

す

る
こ

と
に

な
っ

た
。
 

ア
メ
リ
カ
で
は
、

ヘ
ル

ス
ボ

ロ
・
ミ
ド

ル

ハ
イ
ス
ク

ー
ル

の

一
年
生
で
、

ク
ラ
ブ

活
動
に

レ

ス
リ
ン
グ

と
陸
上

競
技
を

や
っ

て
い
る
。

音
楽
と

ス
ポ

ー
ツ
が

趣
味
。

ァ
メ
リ
カ
空
軍
に
入

る

の
が

将
来

の
希
望
と
い

う
。
 

留
学

生
と
し

て
、

日
本
に

関

心
を

持
っ

て
い

る
の
は
、
 

「イ

ン
フ
レ
と
犯
罪

の
増
加

」
。
 

「五
所

川
原
で
は
、

地
域

の

風
俗
を

学
び

つ
つ
、

異
国
間

の

善
意
を

導

い
て
い

き
た
い

」
と

留
学
生
と
し

て
の
抱

負
を

話
し

て
い
ま
し

た
。
 

市長と握手するジエームズ君 

本
町
商
店
街
で
 

善
銀
に
預
託
 

市
内

本
町

商
店
街
振
興
会

（
 

原
幸
三
郎
会

長
）
で
は
、

夏
ま

つ
り
の

協
賛

と
し

て
お
こ

な
っ

た
チ
ャ

リ
テ
イ
ー
輸
投
げ

大
会

の
総
収
入

六
万
六
千
百
二
十
六

円
を
、

九
月
五
日
県
善

意
銀

行

五
所

川
原
支

店
に

預
託
し

ま
し
 

た

o
 

（
写
真
下
）
 

職
場
体
操
を
巡
丁
 

ー

回
指
導

ー
 

市
教
育

委
員
会
「

太
陽
と
雪

の
課

」
で

は
、
 
「職
場
体
操

」
 

の
巡
回
指
導
を
お

こ
な
っ

て
お

り
ま
す
。

日
本
放

送
協
会

制
定

の
 
「ラ
ジ

オ
体
操

第

一
」
を
、
 

職
場
の
指
定
日
時
に

係
員
が

訪

問
し

指
導
す
る
も

の
で

す
の
で
、
 

「職
場

体
操

」
を

希
望

す
る
職

場
は

当
課
に
お

申
し

込
み

く
だ

さ
い
。
 

広
報
紙
の
早

期
配
布
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
 

愛犬には狂犬病の予防注射と登録を 

月 日 実 	施 	場 	所 実 施 時 間 月 	日 実 	施 	場 	所 実 施 時 間 

10 .13 

湊 団 地 集 会
姥 や ち 神 社 
稲 	実 	屯 	所 
広 	田 	農 	協 
七ッ舘（工藤トコャ前） 
浅井 （一戸商店） 
福 山 集 会
豊成 （石岡源造） 

所 

所 
前 

前 
3040104043
20
00
40 

9
10111112
13
14
14 

一 一 

一 

一 

『 一 一 

『 

1011111213
13
14
15 

3000301010
50
30
10 

10.17 

共 栄 集 会 所 
長 	富 
毘 沙 門 出 張 所 
桜 	田 	屯 所 前 
沖 飯 詰 集 会 所 
川 	山 	支 	所 
種 井 集 会 所 
福 	井 
小 	曲 

9:30 	- 9:50 
10:00 	-10:30 
10:40 	-11:10 
11:20-11:40 
11:50 	-12: 10 
12:40-13:10 
13:20 	-13:50 
14:00~ 14:30 
14: 40 - 15:10 

10 .14 

野里 （前田商店前） 
神山 （松野商店前） 
松ノ木（三上商店前） 
福岡（佐々木商店前） 
若山 （石岡治男宅） 
石 田 坂 集 会
戸 沢 集 会 
朝 	日 	集 会 
岩 崎 集 会 

9:30 
10:20 
11:00 
11:30 
12:30 

所 	13:00 
所 	13:30 
所 	14:00 
所 	14:35 

-10:10 
-10:50 
-11:20 
-11:50 
-12:50 
-13:20 
-13:50 
-14:20 
-15:10 

10.20 

下 藻 川 屯 所 前
上 藻 川 農 協 倉 庫
鶴ケ岡（三好支所） 
高 瀬 集 会 所
田川 （奈良商店前） 
新 宮 集 会 所
新 宮 団 地 集 会 所 

9:30~ 10:10 
10:20 --10:50 
11:0 0~ 11:40 
12:10 -12:40 
12:50 -- 13:10 
13:20 -13:50 
14:00 	-15:00 

10.21 

俵元 （警鐘台 下） 
原子（~日検問所前） 
前田ノ目（西塚商店） 
派立 （新谷啓 一宅） 
高 野 （神 社 前 

9:30 	-10:00 
10:10 	-11:00 
11:10-11:40 
12:20-12:40 
12:50-13:40 10 .15 

飯 	詰 	支 	所 
平 	町 	入 	口 
大 	開 	入 
金 山 	児 童
水 野 尾 集 会 
米 田 	（精 米 所） 
唐笠柳（小山内子一宅） 
吹 	畑 	支 

9:30 
10:50 

口 	11:20 
舘 	11:50 
所 	12:50 

13:30 
14:00 

所 	14:30 

-10:40 
-11:10 
-11:40 
-12:40 
-13:20 
-13:50 
-14,20 

~ 15:00 10.22 

梅田上（成田トコャ） 
中（梅沢支所） 
下 

中 泉 集 会 所
羽 野 木 沢 支 所
持子沢（小笠原商店） 

9: 30 	- 9:50 
10:00 	-10:20 
10:00 	-10:50 
11: 00-11:30 
11:40- 12:20 
12:40-13:00 

10 .16 

太刀打（山形豊太郎 	9:30 
―の坪（対馬静堅宅 	10:00 
中村（小野千代蔵宅 	10:30 
馬性（対馬堅一宅 	11:00 
悪戸 （高橋リンゴ店） 11:40 
宮田 （渋谷太郎宅 	12:30 
川代田（外崎嘉太郎宅 	13:00 
漆 川 	（神 社 前 	13:30 
十川町（吉村商店前 	14:00 
尻 無 	（農 協 前 	14:30 
桃崎 （バス停前 	13:00 

- 9:50 
-10:20 
-10:50 
-11:30 
-12:00 
-12:50 

10.23 

石 岡 精 米 所
松島団地（松島ストア） 

(8丁目バス停） 
（管理事ム所） 
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10.24 
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9:30 	-11:00 
11:10 -12:0 0 
13:00 ---15:00 

10.27 
下平井町老人ホーム前 
敷 島 町 分 院 前 
旧 消 防 署 前 
保 	健 	所 	前 

一
 

一
 

一
 

一
 

 

0
0
0
0
  

1
1
1
1
 
 

0
1
4
6
 
 

2
3
0
0
 
 

9
0
3
4
  

3
3
0
3
  

0
0
0
n
J
 

 

l
l
1
  


	001
	002
	003
	004
	005
	006

